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1.低温領域における拡散係数 一 急冷 ･回
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§1 はじめに
金属中で水素原子は格子閉位置を占有し,そこでの局在振動準位間隔 AEは100meⅥ重度の
大きな値になる｡この特徴は,水素原子の状態を量子論で記述しなければならないことを示唆
している｡更に,水素原子が占有した格子閉位置のまわりの金属原子はその格子位置から変位
していることが知られている｡これは,金属原子 と水素原子の間の相互作用によって,まわり
の金属原子の変位をひきおこすことで,水素原子の局在状態が安定化される,所謂,selr･trap
状態が形成されていることを意味する｡従って,金属中の水素原子の拡散過程はpolaron効果
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